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第
２
回
目
の
市
民
交
流
祭
は
、
寒

い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
回
答
し
て
い

た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
、
今
後
も
さ
ら
な
る
市
民
の
交
流

の
場
と
な
る
よ
う
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
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今
年
初
め
て
観
光
大
使
を
任
命
し

ま
し
た
。
こ
の
観
光
大
使
は
、
２
年

間
、
神
埼
市
の
特
産
物
や
観
光
な
ど

を
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

（
写
真
右
か
ら：

敬
称
略
）

平
井　

真
央　

（
神
埼
町
）

石
山　

結
季　

（
神
埼
町
）

中
村　

美
紗
子
（
千
代
田
町
）
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歌
謡
シ
ョ
ー
に
出
演
し
て
い
た
だ

い
た
有
田
い
ま
里
さ
ん
か
ら
、
神
埼

市
の
た
め
に
と
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

が
あ
り
ま
し
た
。

神
埼
市
民
相
互
の
親
睦
と
融
和
を

図
り
、
元
気
な
神
埼
市
を
築
き
上
げ

る
た
め
、「
元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交

流
祭
」（
同
交
流
祭
実
行
委
員
会
主

催
）
が
、　

月
９
日
、
吉
野
ケ
里
歴

１１

史
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
航
空
自
衛
隊
西
部
航
空

音
楽
隊
や
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
（
シ
ャ
ナ
）

さ
ん
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、
市
民
音
楽
ス
テ
ー
ジ
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

地
区
対
抗
の
競
技
も
行
わ
れ
、
地

区
の
結
束
も
深
ま
り
ま
し
た
。
結
果

は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。
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優　

勝　

広
滝
東
（
脊
振
町
）

準
優
勝　

大　

門
（
神
埼
町
）

３　

位　

小　

鹿
（
千
代
田
町
）

ま
た
、
会
場
内
に
は
、
市
内
の
小
・

中
学
生
が
描
い
た「
未
来
の
神
埼
市
」

の
入
賞
者
の
作
品
の
展
示
が
行
わ
れ
、

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
）
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優　

勝　

三　

谷
（
神
埼
町
）

準
優
勝　

馬　

郡
（
神
埼
町
）

３　

位　

八　

子
（
神
埼
町
）

������
○最優秀賞
塚本　蛍（千代田西部小３年）
○優秀賞
末石　昌子（千代田東部小６年）
今村　美心（西郷小２年）
末次　兼備（千代田西部小４年）
������
○最優秀賞
田中　友梨（神埼中２年）
○優秀賞
山口　美咲（千代田中３年）
中島　佐予子（千代田中２年）
吉野　成美（神埼中２年）
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